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資料 1 

令和元年度 鳥取市消費生活センター相談概要 

●相談件数 

 令和元年度に鳥取市消費生活センターが受け付けた相談件数は９２９件で、前年度と比

べ８０件、７．９％減少しました。身に覚えのない料金を請求するハガキやメールが届い

たという架空請求に関する相談は１３８件で、前年度に比べて減少したものの、相談全体

の１４．９％を占め、依然として最も多い相談となっています。 

 

 

 

●相談者の年代別割合 

年代別では、７０歳以上の相談件数が２２４件で、相談全体の２４％と最も大きな割合

を占め、次いで６０歳以上、５０歳代の順と、高齢者層の相談が多い傾向が続いていま

す。２０歳代、３０歳代の相談件数が、前年度に比べ、約１．５倍と増加しています。 
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●販売購入形態別の相談件数 

通信販売に関する相談では、２６９件のうちインターネット通販に関する相談が２０９

件で、７７．７％を占めています。不明等の項目には、販売購入形態が分からないもの等

が分類され、架空請求の７２．５％（１００件）は、この分類に該当します。 
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●商品・役務別相談の上位５位 

順位 商品・役務 件数 主な相談内容 

１ 商品一般 193 商品・サービス等の架空請求 

２ 放送・コンテンツ等 91 有料動画等の架空請求、アダルト情報サイト 

３ 健康食品 53 定期購入、解約 

４ 相談その他 44 不審な電話やメール 

５ 融資サービス 38 多重債務、消費者金融 

相談件数が最も多かったのは「商品一般」で、相談全体の２０．８％を占めています。

このうち「覚えのないハガキが届いた」など架空請求に関する相談が１０２件で、５２．

８％を占めています。 

２番目に多かった「放送・コンテンツ等」は相談全体の９．８％で、このうち、「有料サ

イトの未納料金がある」と身に覚えのないメールが届いたという架空請求メールの相談が

３３件で、３６．３％を占めています。 

「健康食品」に関する相談は５３件で、このうち、定期購入に関する相談が３４件と多

く、６４．２％を占めています。 
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●消費者教育・啓発事業等実施状況 

 【出前講座  開催回数２６回  受講者数７７８名】 

消費生活相談員による出前講座                          １８回６２４名 

開催日 テーマ 受講者数 

６月５日 高齢者等の消費者トラブルを防ぐために 「見守りと気づき」、そして「つなぐ」 ６２ 

７月３日 エシカル消費について １２ 

７月２０日 中高生の遭いやすい消費者トラブル １５０ 

８月５日 高齢者等の消費者トラブルを防ぐために 「見守りと気づき」、そして「つなぐ」 ５ 

８月１６日 消費生活について １５ 

９月５日 消費者トラブルに遭わないために １６ 

９月１３日 高齢者、アクティブシニア層の 消費者トラブルの実例、最近の傾向 １４ 

１０月１日 スマホ関連の消費者トラブル ３８ 

１０月２３日 スマホ関連の消費者トラブルについて ４１ 

１１月５日 消費者トラブルに遭わないために ３７ 

１１月９日 高齢者・アクティブシニアの消費者トラブルの実例と最近の傾向 １１ 

１１月９日 消費者トラブルに遭わないために ９ 

１１月２０日 高齢者（アクティブシニア）の消費者トラブルと 見守りについて ６２ 

１１月２７日 高齢者（アクティブシニア）の消費者トラブルと 見守りについて ２５ 

１２月３日 消費者トラブルから 身を守るために(センター制作 DVD) １７ 

１月１６日 消費者トラブルから 身を守るために(センター制作 DVD) ２０ 

２月２日 スマホ関連の消費者トラブル ４０ 

２月２０日 消費者トラブルに遭わないために ５０ 

 

鳥取市消費者団体連絡協議会と消費生活相談員による消費者寸劇        ８回１５４名 

開催日 テーマ 受講者数 

５月３１日 消費者トラブルに遭わないために／訪問販売 ２６ 

６月７日 消費者トラブルに遭わないために／訪問販売 １８ 

７月５日 消費者トラブルに遭わないために／SF商法 １３ 

８月３１日 消費者トラブルに遭わないために／訪問販売 １６ 

１０月９日 消費者トラブルに遭わないために／SF商法 １７ 

１１月２０日 消費者トラブルに遭わないために／訪問販売 ３２ 

１２月４日 消費者トラブルに遭わないために／訪問販売 １７ 

２月２６日 消費者トラブルに遭わないために／訪問販売 １５ 
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【外部講師による講座  開催回数３回  受講者数１８３名】      

開催日 テーマ 受講者数 

７月１６日 消費者教育職員研修 ９９ 

７月２８日 親子で学ぼうお金の使い方教室 ４８（２０組） 

２月２０日 消費者問題講演会 ３６ 

 

 

【パネル展  開催回数３３回】 

展示時期 テーマ 回数 

７月～３月 地区公民館巡回パネル展 ２８ 

５月、１２月、１

月、３月 

消費者啓発パネル展 ４ 

１１月 消団連市場 １ 

 


